
出家 弟子 思想的 考察とその  

佛敎 他力信仰 意識

1)曺 起 虎*

倉田百三 宗敎的 心境

出家 弟子 佛敎的 他力信仰とその  

歎異抄 倉田  

作品 念佛

作品 祈禱

大正期 倉田百三

淨土眞宗 親鸞

出家 弟子 大とその  

親鸞 念佛 祈禱 信行 親鸞思

想 親鸞思想 淨土眞宗

宮城顗 親鸞思想 普遍性の  

淨土眞宗 親鸞思想 普遍性

宮城顗 親鸞思想 

普遍性 法藏館の  

出家 弟子 詩とその  

的

倉田

吉田精一

吉田精一 本 倉田百三 出この について  

家 弟子 偕成社とその  



白樺派 武者小路實篤

思想靑年 倉田

倉田

倉田論 出家 弟子とその

親鸞

倉田 歎異抄  

一燈園 淨土眞宗

他力信仰 淨

武者小路實篤 倉田君 思 出 日本現代文學全集月報 昭の い   

出家 弟子とその  

倉田 田中實 出家 弟子 念仏思想 國文とその と   

學 解釋 鑑賞 第 卷 號 至文堂と  

倉田

劍持武彦 倉田 思想遍歷

親鸞思想

冥合 想 劍持武

彦 和魂洋才 疑問 安森敏隆 編 敎文學 學 人 世界思想社への ら キリスト を ぶ のために  

明治 親鸞

淨土眞宗 靜子 宗藤襄治郞

歎異抄 佛典 親鸞  

一燈園

一燈園 天香 西田武

京都 一燈園

一燈園

一燈園

今成元昭 藤吉慈海 安丸良夫 柏原祐泉

今成 倉田 倉田 中略 聖書硏究會 通は に ったり、 、

西田天香 一の 燈園 入 懸命 宗敎 求 人 今成元昭 昭 淨土敎周邊 一 倉田百に ったりして に を めた であって

三 出家 弟子 田村円澄 田村芳朗 編 日本仏敎 有斐閣 藤吉 天香とその のこころ    

一燈園 宗敎的 今日 宗敎家の は

口 立派 言 實際生活 宗敎的 天香 一度死 切では なことを っているが は になっていない しかるに さんは に って、 。 、

生活全体 宗敎的 藤吉慈海 昭 西田天香 思 出 禪 念仏 間 春秋社いるから が である の い と の、 。   

安丸良夫 日本 近代化 民衆思想 一の と  燈園 精神主義

安息所 安丸良夫 日本 近代化 民衆思想 平凡社 一の と  燈園

柏原祐泉 日本仏敎史 近代  

柏原祐泉 日本仏敎史 近代 吉川弘文館  
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土眞宗 歎異抄  

出家 弟子とその  

出家 弟子 倉田 序曲とその  

出家 弟子とその  

念佛 祈禱

倉田

出家 弟子 淨土眞宗 歎異抄 惡人正機とその    

極樂往生觀 出家とその 

弟子 

大正期 倉田

基督敎的 罪惡感 基督敎的 意識

倉田

出家 弟子とその  

 出家 弟子とその  

親鸞 歎異抄 善人 往生 惡人なをもちて をとぐ いはんや をや  、

親鸞

親鸞思想

廣松涉 外 人 編 岩波 哲學 思想事典 岩波書店  

出家 弟子 惡人とその  

左衛門 話 坊樣 異 自分 惡人 話あなたのお はこれまでの のとは います あなたは を かのようにお しなされ。

ます。

親鸞 私 自分 惡人 信 私 救 難 惡人 私 心 同 仏子 呪は を と じています そうです は い き です の は じ を。 。 。

惡人 何いますもの でなくて でしょうか。 。

倉田百三 平 出家 弟子 新潮社とその  

出家 弟子 思想的 考察 日本文化學報 第 輯 韓國日本文化學會とその    

出家 弟子 思想的 考察 日本文化學報 第 輯 韓國日本文化學會とその    



倉田百三 宗敎的 心境

明 廣島 倉田

明 三次

一高

小出トヨ

年 明

東京第一高等學校 日本女子大學

艶子 逸見久子 逸見

廣島

倉田 神田晴子

艶子 別府 庄原

倉田 戀 失 者 步 道を うた の む

一高 隣人 愛としての

過失 絹 手紙お さんへの

京都 一燈園 西田天香

倉田

岩野泡鳴

永井荷風

森鷗外 國木田獨步

島崎藤村 武者小路實篤 白樺派

好惡感

倉田 芥川龍之介 一高

倉田 庄原町 アライアン

ス

倉田 神田晴子 隣人愛 性慾

倉田 倉田

天香 一燈園

晴子 倉田
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倉田 善 硏究の  

西田幾多郞

京都 幾多郞

天香

倉田

倉田

淨土眞宗

倉田 一燈園

淨土眞宗 一燈園 天香

一燈園

愛 認識 出發と との  

倉田

倉田 出家とそ 

弟子の  

宗 敎

宗門

倉田 天香 無我主義 捨身主義

長谷川泉 昭 近代日本文學思潮史 至文堂  

倉田百三 倉田百三選集 第 卷 日本圖書センター  

日本國語大辭典 第二版 編輯委員會 編 日本國語大辭典 第二版 第 卷 小學館  



神

成佛濟衆

一燈園

出家 弟子 佛敎的 他力信仰とその  

歎異抄 倉田  

護敎的

惡

倉田 淨土眞宗

歎異抄  庄原

倉田 淨土眞宗

幾多郞 善 硏究の  

倉田 大 出家 弟子とその  

白樺派 生命 川の  

出家 弟子とその  

倉田 親鸞思想

親鸞 敎行信證  倉田

著 李俊鶴 譯   

倉田 歎異抄 大 須磨 庄原  

三次 淨土眞宗

大 千家元麿 犬養健 高橋元吉

親鸞 淨土眞宗 敎 行 信 証 眞仏土 化身土

敎行信証 顯淨土眞實敎行證文類    

敎 行 證
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出家 弟子 歎異抄とその    

歎異抄  

倉田 出家 弟子とその  

出家 弟子 歎異抄とその    

歎異抄  

唯円 親鸞 遺訓 異義

親鸞 歎異 

抄 親鸞 

唯円

序

倉田 歎異抄  

歎異抄  

出家 弟子 倉田 昭とその  

一枚起請文 歎異抄 法然 親鸞 思想と の 

 法然 親鸞 思想と の 

上 下 

親鸞 天台宗 本覺思想 京都 東本願寺 親鸞

親鸞 著 金子大榮 校訂 敎行信証 岩波書店 石田瑞麿 敎行信証   

入門 講談社 

拙論 日本近代文學 佛敎 日本語文學 第 輯 韓國日本語文學會  

歎異抄 親鸞 孫子 善鸞 如信 親鸞  

本願寺 覺如 親鸞 倉田 出家 弟子とその  

唯円 親鸞 善鸞

善鸞事件 親鸞 慈信房 善鸞 關東 門弟 異義事件 親

鸞 善鸞 千輪慧 歎異抄 親鸞 勁草書房 唯円 親鸞と  

歎異抄 伊藤博之 昭  

歎異抄 國文學解釋 鑑賞 至文堂と    

大東出版社 仏敎聖典 語 叢書 第 卷を る

倉田百三

岩野眞雄 兩友堂

全 冊

上卷

第 刷 下卷

第 刷 法然 親鸞

倉田

倉田百三 法然 親鸞 信仰 上 下 講談社と の  

稻垣友美 解說 倉田 倉田百三 歎異抄 出家 弟子とその    

法然 親鸞 信仰と の  



歎異抄 歎異抄 眞髓    

序

先師 親鸞

信心

易

行 阿彌陀佛

親鸞

唯円

序 倉田

第 章 歎異抄講評 序その について

序

親鸞

歎異抄 歎異  

出家 弟子 親鸞 唯円とその  

歎異抄  

倉田百三 法然 親鸞

倉田百三 出家 弟子とその  

倉田百三

歎異 

抄 出家 弟子とその   

倉田 歎異抄 出家 弟子とその    

倉田百三 法然 親鸞 信仰 下 講談社と の  

竊廻愚案 粗勘古今 歎異先師口傳之眞信 思有後學相續之疑惑 行不依有緣知識者 爭得入易行一門哉 全以、 、 、 、 、 。

自見覺悟 莫亂他力之宗旨 伋故親鸞聖人御物語趣 所留耳底 聊注之 偏爲散同心行者之不審也云 名畑々、 。 、 、 。 。

應順 校注 親鸞集 日蓮集 日本古典文學大系 岩波書店ら   

歎異抄 初 漢文 短 序 唯円 歎異抄 書 動機 目的には めに の い がついている これは が を く をことわったものである。 、 。

文中 先師口伝 眞信 異 歎 歎異抄 題名 歎異 意味 前揭の の に なることを き というのがつまり という の の である。

書 法然 親鸞 信仰 下と の  
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倉田 歎異抄 序 親鸞  

善知識 倉田 親鸞

倉田 易行

  

倉田

信仰 人 知惠 神 力それは あなたがたの が の によらないで の によるものとなるためであった、 、 。

  

倉田 出家 弟子とその  

倉田 南無阿彌陀佛 一

聲 善行

信心

歎異抄 自力 淨土ただ をすてゝ いそぎ のさとりをひらきなば  、

弥陀 御ひとへに の も

よほしにあづかりて

邪道 正法 佛道

人 第一 手紙 第 章 第 節 聖書 口語譯 日本聖書協會コリント への の   

弥陀 誓願不思議 往生 信 念佛の にたすけられまいらせて をばとぐるなりと じて まうさんとおもひたつこゝろの、 、

攝取不捨 利益 彌陀 本願 老小善惡 人おこるとき すたはち の にあづけしめたまふなり の には の をゑらばれ、 、 。 、

信心 要 罪惡深重 煩惱熾盛 衆生 願ず ただ を とす としるべし そのゆへは の をたすけんがための にてましま、 、 。 、

本願 信 他 善 要 念佛 善 惡す しかれば を せんには の も にあらず にまさるべき なきがゆへに をもおそるべか。 、 、 、 。

弥陀 本願 惡 云 前揭書 親鸞集 日蓮集らず の をさまたぐるほどの なきがゆへに と 々、 。   

上揭書

上同



出家 弟子とその  

歎異抄  

作品 念佛

精神史

親鸞 淸澤滿之

田中實

出家 弟子 倉田とその  

親鸞

左衛門

倉田

倉田 親鸞

出家 弟子とその  

明治時代 淨土眞宗 大谷派 京都大谷派本山 明治

本山 寺務革新 敎界時言  

明治 森川町 浩 洞 曉烏敏 佐 木月樵 多田鼎々 々

精神界 精神主義 絶對他力信仰 吉田久一 平 淸澤滿之    

吉川弘文館

田中實 出家 弟子 念仏思想 前揭書とその と  
芥川龍之介 羅生門 大 帝國文學    

下人 倉田 出家 弟子 左衛門とその  

一高

倉田 出家 弟子 大とその  

羅生門 倉田 芥川  
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親鸞 左衛門

左衛門

親鸞

親鸞

左衛門 兼 親鸞お

親鸞

左衛門 親鸞

兼お

左衛門 親鸞

左衛門

倉田 親鸞 淨土眞宗

倉田 親鸞 淨土眞宗

左衛門 親鸞 私 私 泣 許 下 雪 上 跪に は は く して さい の に く。

親鸞 感動 少 黙 左衛門 肩する しおどおどする それから って の をさする、 。 。 。

兼 根 人 根 人お はいい なのですからね はいい なのですからね。 。

慈円 淚 小聲 南無阿弥陀仏ぐむ にて 々々々々々々。 。 。

良寬 南無阿弥陀仏 々々々々々々。 。

上揭書 出家 弟子とその  

大事 行脚 樣 事 度ありません すれば この な は 々あります。 、

上揭書

左衛門 善 努 無理では くなろうと めるのも ですか。

親鸞 善 願 心 湧 來 無理 中略 私 善くなろうとする いが に いて るなら ではありません しかし は くなろうとす。

願 何處 失 願 叶 地上 私 願 念仏 依る いは までも いません その いが わぬのは のさだめです はその いが に っ。 。

成仏 時 滿足 信 私 死 願 持 續て する に するものと じています は ぬるまでこの いを ち けるつもりです、 。 。

上揭書



倉田

上救菩提 下化衆生

親鸞

倉田 私 死 願 持 續は ぬるまでこの いを ち けるつも

りです。

苦集滅道 四諦 苦

四苦 愛別離苦

左衛門 親鸞

親鸞 會 別 世 戀うものはどうせ れなくてはならないのです それがこの のさだめです。 。

思召 南無阿弥陀仏 唱 下 私 中 住しく さば を えて さい はその に んでいます。 。

親鸞

倉田 親鸞

倉田 親鸞思想

左衛門 別 辛 御座 逢 解でもあなたとこのままお れするのは う います いつまた われるか りません。 。

兼 四五日 泊 遊お せめて なりとお り ばして。

親鸞 會 別 世 戀 思召 南無阿うものはどうせ れなくてはならないのです それがこの のさだめです しく さば。 。

弥陀仏 唱 下 私 中 住を えて さい はその に んでいます。 。

上揭書
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緣起法 生死觀

死後

倉田

親鸞思想

倉田

倉田 歎異抄  

倉田 親鸞思

想 歎異抄  

作品 祈禱

出家 弟子とその  

出家 弟子とその  

倉田

歎異抄 出家 弟子 親鸞とその    

改宗

出家 弟子とその  

倉田

同行五 極樂參 致りが したいので。

親鸞 極樂參 國 聽聞 御承知 通 念仏 確 出來りはお で なされてよく の りの で かに るのです。

同行六 何 不安 氣でも だか な がしまして。

親鸞 安心 充分なさい それだけで です。 。

同行一 御安心 承あなたの が わりたいので。

親鸞 私 安心 念仏の もただその だけです。

同行二 曲 過でもあまり がなさ ぎます。

親鸞 單純 當流 面目その なのが の です。

上揭書



倉田

唯円 外道

親鸞 唯円

親鸞 唯円

法然

佛緣

倉田

唯円 唯円 親鸞

親鸞

親鸞 大慈大悲

唯円 登場 親鸞 見 泣を ると ひざまずいて く。 、 。

親鸞 側 寄 背 唯円 泣 私 大 察 叱 前 自分に り をたたく くな は てい している きつく りはしない お が を、 。 。 。

責 知めているのを っているから

唯円 私 度 師匠樣 噓 申 私 下はかくしていました 々お に を しました はどうしましょう どうでもして さ。 。 。

罰 覺悟 相當い どのような でも しています それに しています。 。 。

親鸞 私 前 裁 氣 前 前 罰 祈 仏樣はお を く はない お のために お の のために とりなしの りを にささげている。 、 、 。

唯円 私 責 下 鞭打 下を めて さい って さい。 。

上揭書

上揭書

上揭書
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唯円 善鸞 親鸞

親鸞 親鸞

親鸞

唯円

唯円 親

鸞

親鸞

親鸞 唯円

唯円 唯

円 親鸞

法

藏比丘

唯円 下たすけて さい。

親鸞 私 前 祈 前 戀 以上 人間 領分 越はお のために る お の のまどかなれかしと これ のこのは の を えるのだ。 。 。

前 祈 緣 二人 結 級 決 誓お もただ れ あらば を び えとな して ってはならない。 。 。

上揭書

唯円 人間 運命 互 見知 人 無關係 多 場合寧のねがいと とは ひに らぬ のように なのでしょうか いや それは くの ろ。 。

暴君 犠牲者 殘酷 關係 希望 定と とのような な なのでしょうか かくありたし との を かく められている。 、

運命 蹂躙 純 人間 願との が してしまうのでしょうか どのやうな な らしい いでも。 、 、 。

親鸞 其處 祈 願 內面的 繁 祈 祈 運命 呼 運命に りがある いとさだめとを に ぐものは りだよ りは を びさますのだ。 。 。

創 出 云 法藏比丘 超世 祈 地獄 審判 人間 運命 極樂 決定を り すと ってもいい の の りは に されていた の を に。 、



親鸞

唯円

倉田

倉田

唯円 倉田

親鸞 唯円 歎異抄 倉田 出家   

弟子 淨土眞宗 親鸞とその  

世人

出家 弟子とその  

倉田

倉田 淨土眞宗

運命 仏樣 心 二人 結 給 祈 仏 耳 入 心せられた にかえたではないか み ならば を び え との りが の に り を。 、 、

動 前 運命 祈 微妙 祈 応驗かせばお たちの になるのだ それを りがきかれたというのだ そこに な りの がある。 。

のだ。

上揭書
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要 旨

大正時代 文學的 活躍 倉田百三 親鸞 影響 大に に した は とりわけ の を きくて、

深 受 文學 登場 文學家 當時 活潑 文學的活動 倉田く けて のフィールドに した である な をしてきた、 。 、

近代 生 仏敎文學 大 發展 役割 果 人物 今度 倉田は を きながら をより きく させる を した であるが は に、 、

出家 弟子 思想的 面 念仏 祈禱 中心 他力信仰 意識とって とその の な を と を にしている の というタ  

イトルでさぐってみた。

廣島縣 生 倉田 東京第一高校 哲學科 志望 後 人生 問題 眞劍に まれた は の を したが その の にもっと、 、 、

取 組 靑年期 哲學的惱 心 動搖 純眞 煩悶 深 少に り む において みと の によって であるだけに を くした、 、 。

三回以上 失戀 経驗 原因 倉田 結核 人間不信 惱なくとも の を したのが になって は にかかり いわゆる に、 、

傷み ついた。

狀況 変化 彼 京都 隣 一このような の によって は の りの、 、 燈園 訪 西田天香 影響を ね の も、

受 上京 途中 西田幾多郞 訪 以後 西田哲學 傾向 深けられるようになり する を ね への を めた、 、 、 。

倉田 世知辛 生活 廣島湾 隣 丹那 所 轉地 出家は このような い のなかで の りの という に して とその、 、 、 

弟子 執筆 完成 歎異抄 敎 序曲 六幕 十三場 戱曲化 出家 弟子の を した の えを と で したこの とその 。    

死 日 基督敎的 思想 取 序曲 一幕 附加は ぬるもの ある のまぼろし という な が られている の が さ、

作品 念仏 祈禱 執着 娑婆 煩惱 仏敎的語彙 使れている しかし のうちで や をはじめて などの が。 、 、

思 當時 倉田 心 敎的 言われていると われる それは の の のすべてがキリスト だとは えなくて むしろ。 、 、 、

倉田 仏敎的 考 方 進入 立場 感がだんだん な え へ した であると じられる。

作品 內容 主題 素材 非常 仏敎的 面 取 仏敎この の には あくまでも や などが に な が られているから、 、 、

思想 流 思 作品 第一幕第二場の れはひっきりなしにつづいていると われる ところが のうち をみる。 、 、

念仏 場面 主 現 祈禱 行儀 第五幕第二場 頻繁 現と の が に われているが の は に に われている、 、 。

出家 弟子 通 倉田 若 時 鬪病生活 直接實行 念仏 祈禱 行この とその を じて が い の のなかで した や の  、

儀 他力信仰 詳 描寫 當然が というかたちで しく されているのは なことだといえよう。

勿論 念仏 結果 往生 祈禱 敎 仏敎このうち の は できるということであり というのは キリスト や、 、 、 、

宗敎 論者 作品 最 大事だけではなくて あらゆる においてあるものにもかかわらず は この で も なのは、 、 、

念仏 祈禱 言 作家 倉田 宗敎的實踐 精髓やはり や であると えよう ここに の の の があるからである。 。

他力信仰 南無阿弥陀仏 念仏 場面 祈禱 行儀 仏敎思想 極樂往生キーワード の の、 、 、 、 、 、

敎思想キリスト
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